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私の心に残 る笠原 さん
藤 井 耕 一・
昭和52年3月に定年退職 してか ら私は,商 学部の皆 さん とお会 いす る機会は
あ ま りな く,従 って皆 さん の消息につい て聞き知 ること もないのであ るが,た
しか去年 の3月 末,恒 例 の商学部教授会懇親会にお招 きをいただいた席 におい
てであ った と思 うが,笠 原教授が ご病気 で,暫 く前 か ら休講 してお られ ること
を知 って,驚 いた のであ った。新学期か らは 出講な さるだ ろ うと言 う人 もあ っ
たが,ま た一方には,そ う楽観はで きない よ うだ との話 もあ って,内 心1日 も
早 く快癒な さる ことを祈 ったのであ った。 それか ら一,二 回,新 学期 にな って
も休講を続け られてい ることを聞 き,心 配 していた ところ,去 年10月中旬のあ
る 日,新 聞で計報を知 り,が っか りした のであ った。 ご生前 同僚 の一人 として
何か と厚 意を寄せ ていた だいた者 として,お 見舞の言葉ひ とつ差 し上げ ること
もな くお別 れ して しまった ことが,悔 や まれ てならない。
笠原 さん と私 とは,専 攻 科 目が違 い,明 大 内での主 として勤務す る場所 も,
駿河台校 舎 と和泉校舎 とい うぐあい で違 っていて,は じめの うちは,余 り付合
い ・な じみはない間柄 であ った。笠原 さんはいつ も教授会 で,新 進気鋭の学 者
らし く,理 路 整然 と,時 に冷徹に意見 を述べ られ るので,大 ざっぱな考え方 と
乏 しい表現 力 しか持たない私は,い つ も圧倒 され る思い で,怖 い なあ!と ち ょ
っぴ り思 った こともあ った。
そ の笠原 さんが46年,学内の輿望を担 って学生部長に選出 され,そ れ に伴 っ
て氏は,各 地区担 当の副学生部長を探 されなければな らな くな り,和 泉担 当の
副学生部長の人選については,私 に も意見 を求め られ た。 これ がは じめ て私た
ち二人が,当 面の要件 の外 に も,互 いに 自分 の考 え方や感 じ方 を も率直に語 り
合 う機 会 とな った。そ して この時 は じめて私は,日 ごろ,堅 まじめで,ち ょっ
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び り怖 い よ うに さえ思 っていた笠原 さんが,実 際には,幅 も厚み深み もあ り,
柔軟性に富んだ,温 厚 な人柄 である ことを知 った。世 に,人 に は 添 っ て み よ
……,と い う言葉があ るが,正 にそ の通 りであ ると痛 感 した。笠原 さんが今回
むず か しい学生部長に選 出されたの も,む べな るかな と思い,ま た同時に,こ
の人はいずれは,学 部のために も大学 のた めに も,重 要な人 とな られ るであろ
う,と 直感 した次第 であ った。
笠原さんが学 生部長を務め られた46,7年とい う時期は,今 では淡 い追憶 だ
けを残 して,実 際に大変だ った一つび とつ の事象は忘却 の彼方に 消えてしまっ
たけれ ども,全 国が烈 しい学生運動に沸 き狂 った昭和40年代 内の,・一区間であ
った。学外的には成 田空港問題 ・峡山差別裁判問題 ・沖縄返還協定反対問題 ・
10月21日の反戦デー,そ の他数多 くの問題があ り,そ れ らが互いに競合 して,
わが明治大学の周辺及 び構内に も波及 して,激 しいデモやバ リケー ドが繰 り返
され,学 生集団 と警察 との衝突 と,学 生組織 間のいわゆ る内 ゲバが頻発 し,傷
害事件 も多発し,そ れ との関連で大学 は学生会館を閉鎖 しなけれぽ な らない,
必然の結果 として学生は学館開放を要求 し,時 には強行突破 もす る,と い うよ
うな時期 であ った。 この外に本大学固有 の問題 としては寮 自治問題 があ り,特
に,笠 原さんの就任初年度46年には,実 際には土壇場 で見送 られ ることに な っ
たけれ ども,47年度新入生か らの学費 の改訂が あ りそ うだ との問題があ って,
必然的にそれに対して学生 の烈 しい反対運動が起 った。それや これ やで大学 は
興奮の うず の中にあ り,重 要な会議 もその性格に よっては学 内で開 くことがで
きず,わ れわれ教職 員 も,朝 の出勤にあた っては,今 日は果 して無 事に入構 で
きるのだろ うか と心 配 し,入 構で きれ ばできた で,今 日は1日 平穏に仕 事を終
え られ るだろ うか と,不 安 の中に過す 日の多 い年 であ った。
こ うい う時に,学 生 の言 うことを聞けない大学側 と学生側 との間に立 って,
取持ち役を果す とい うことは,並 大抵 の ことではない。学生の要 求す る団交や
ら折 衝や らに,誠 意を持 って対応す ることで明け暮れ る1年 は,な みの10年に
も匹敵 したであろ うと思われ る。 こんな中で笠原 さんは,名 学生部長 としてそ
の重責 を果 され たのであ った。
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私は不 肖の身なが ら47年2月に評議員に選 出 され,49年4月 には,学 務担 当
理事を仰せ 付か った。 そ して この時の理事会は,50年度新入学生か らの学費改
訂は避け られない と考え,そ の可能性 ・限度な どの検討を直 ちに始 めたのであ
るが,そ のことを察知 した学生会は,直 ちにそ の反対 ・阻止の運動を展開 した。
そのために理事会は,教 職員の皆 さんに非常 な ご苦労をかけ,特 に私は商学部
の皆さんに,自 学部か ら出た者 をかば うとい う皆 さんの ご厚意 のために,大 変
な ご迷惑をおかけす る結果 とな った のであ ったが,笠 原 さんは,貴 重な ご経験
か ら,何 か とご注意 くだ さ り,恐 ら くは陰 で も,私 のや りいい ように と,何 か
と根回 し ・雰囲気作 りを して くだ さった もの と,私 は今で も思 っている。 この
学費改訂 の後遺症 として,50年度全般にわ た って学 内が ど よめ き○学生に よる
授業 妨害 な どが繰 り返 され,特 に商学部 のあ る教授 の授業が,執 拗な妨害 の的
とされなが ら,理 事会 としては何 ら適切な手が打てず,教 職 員の方 々にだけ無
理なお願 いをしていた時があ った。そんなあ る時,50年度 も終ろ うとす る頃 で
あったが,笠 原 さんが私 の肩をたたいて,新 学期にな った ら,皆 で協 力 して,
正すべ きは毅然 として正 しまし ょう,と 言 って くだ さった ことがあ った。その
時に,私 や笠原さん の念頭にあった よ うな ことは,理 事会側 で何 もせず ・でき
ず で終 ったけれ ども,氏 のあの時 の励 ましの言葉は,今 も鮮烈に私 の胸に残 っ
ている。
51年2月,笠原 さんは評議員に選 出され乳私 も同時に再選 された。私が第一
回 目に評議員にな った時 の印象は,教 職員出身 の評議員,い わゆ る学 内評議員
は,評 議員会での意見開陳 が少ないのではないか とい うことであ った。 ところ
が51年2月の改選で出 られた学 内評議 員の方 々は,だ いぶ違 っていた。皆 さん
の発言が活発で,学 内の必要 な事柄については,学 外評 議員 の方 々に,良 く正
し く理解 して もらお うと努 力 された。そ して笠原 さん もその一 人であ った。51
年9月 には,氏 は商学部長にな られた のであ るが,氏 のこの2年 間の任期は,
私は途 中か ら失礼 したけれ ども,商 学部内部 に も困難な問題 があ り,ま とめ役
として非常に苦労 なさった ことと察せ られ る。評議員会 に もかかわ りのあ る点
もあ って,商 学部 内の意見 が評議員会に正 し く伝わ り,理 解 され るよ うに,非
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常 に説 明に苦労 しておられた。
氏はわ が国保険学界 の中堅学者 として,重 きをな してお られ たこ とを聞いて
い る。わ が 明大に とっても,ひ とり商学部だけ でな く,大 学全体 のために も,
いずれ重職 を担 っていただかねばな らない人物 であ ると,私 は堅 く信 じていた
ので,そ の計報を聞 き,衷 心惜 し くてた まらない思いが したのだ った。 私個人
として も,心 の友を失 った思いであ る。かつ てある機会に私は笠原 さんに,い
わゆ る平均寿命 とは一体 ど うい うこ となのか,ど の ように して算 出され るもの
か一向にわ か らないんだが,と 言 った ところ,氏 は,い ずれそ の うち ご説明 し
まし ょう,と 言わ れた ことがあったのだ ったが,そ れ もそのままでお別れ とな
って しまった。
